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(岡山大学で世界に先駆けて尭見 :バイオ酸化鉄の応用･展開)

･人工的に件成不可能なバイオ微細~撫連に由来する衆知の材料と予想を超えた特性の発見 

排出しないIiイオプロせスの開拓 :微生物による材料合成･加工の新しいエネルギー

省エネルギー､安全､省資源､催骨境免荷､低コスト

･多分野融合.統合した新学術.塵某龍城の開拓､ ･･画期的な産菓イノベーションへ展開

･21世紀後半の材料開発指針 -･E3本.･岡山が世界 a)フロンティア 

★ 日l#国中喫緊の榊 技術散瞳掴 轟を挙げて基礎的･応用的甲乗を適･臥 8本C3学報的･感得的
柵也性G7確保と知肘の職嶋的取締か曲事不可欠 ⇒ 緊急に本事業を.開･姶し､成果を挙げることが喫緊

図1.自然バイオ浄水場での
褐色のバイオ酸化鉄沈殿物 (廃棄物)

図2 バイオ良化鉄:中空繊維状( 形態 .1ィオ酸化鉄ナノ粒子( M像)マカロニ状) 図3 /' TE
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